
カリキュラムマップ：文学研究科 書道学専攻 博士課程後期課程（2022年度）

NO 科目 開講期間 授業形態 DP1(1) DP1(2) DP2(1) DP2(2) DP3(1) DP3(2)
1 中国書学演習（三）Ａ 前期 演習 〇 〇 〇 〇 〇 〇
2 中国書学演習（三）Ｂ 後期 演習 〇 〇 〇 〇 〇 〇
3 中国書学演習（四）Ａ 前期 演習 〇 〇 〇 〇 〇 〇
4 中国書学演習（四）Ｂ 後期 演習 〇 〇 〇 〇 〇 〇
5 中国書学演習（五）Ａ 前期 演習 〇 〇 〇 〇 〇 〇
6 中国書学演習（五）Ｂ 後期 演習 〇 〇 〇 〇 〇 〇
7 中国書学特殊研究Ａ 前期 講義 〇 〇 〇
8 中国書学特殊研究Ｂ 後期 講義 〇 〇 〇
9 日本書学演習（三）Ａ 前期 演習 〇 〇 〇 〇 〇
10 日本書学演習（三）Ｂ 後期 演習 〇 〇 〇 〇 〇 〇
11 日本書学演習（四）Ａ 前期 演習 〇 〇 〇 〇 〇 〇
12 日本書学演習（四）Ｂ 後期 演習 〇 〇 〇 〇 〇 〇
13 日本書学演習（五）Ａ 前期 演習 〇 〇 〇 〇 〇 〇
14 日本書学演習（五）Ｂ 後期 演習 〇 〇 〇 〇 〇 〇
15 中国書学演習（三）Ａ 前期 演習 〇 〇 〇 〇 〇 〇
16 中国書学演習（三）Ｂ 後期 演習 〇 〇 〇 〇 〇 〇
17 中国書学演習（四）Ａ 前期 演習 〇 〇 〇 〇 〇 〇
18 中国書学演習（四）Ｂ 後期 演習 〇 〇 〇 〇 〇 〇
19 中国書学演習（五）Ａ 前期 演習 〇 〇 〇 〇 〇 〇
20 中国書学演習（五）Ｂ 後期 演習 〇 〇 〇 〇 〇 〇
21 書跡文化財学演習（三）Ａ 前期 演習 〇 〇 〇 〇 〇 〇
22 書跡文化財学演習（三）Ｂ 後期 演習 〇 〇 〇 〇 〇 〇
23 書跡文化財学演習（四）Ａ 前期 演習 〇 〇 〇 〇 〇 〇
24 書跡文化財学演習（四）Ｂ 後期 演習 〇 〇 〇 〇 〇 〇
25 書跡文化財学演習（五）Ａ 前期 演習 〇 〇 〇 〇 〇 〇
26 書跡文化財学演習（五）Ｂ 後期 演習 〇 〇 〇 〇 〇 〇
27 日本書学特殊研究Ａ 前期 講義 〇 〇 〇
28 日本書学特殊研究Ｂ 後期 講義 〇 〇 〇
29 書跡文化財学特殊研究Ａ 前期 講義 〇 〇 〇 〇
30 書跡文化財学特殊研究Ｂ 後期 講義 〇 〇 〇 〇

ディプロマ・ポリシー

（１）「中国書学」「日本書学」「書跡文化財学」のいず
れかの分野における専門的職業人としての高度な知識を有
し、中国および日本の古典を主とした書をめぐる文化を総
合的にとらえ、異文化交流におけるリーダーシップを取る
ことができる。
（２）古典中国語（漢文）および古文の高度な読解力を有
し、的確に言語を使用することができる。

（１）文献の高度な読解力と作品の精細な観察力をもとに
高い分析能力を持ち、論理的に考え、表現することができ
る。
（２）より高度で専門的な知識を有し、書の文化を総合的
にとらえ、社会人としての優れた判断力と表現力によって円
滑に研究を遂行することができる。

（１）「中国書学」「日本書学」「書跡文化財学」のいず
れかに関わるテーマに沿って主体的に専門性を深め、社会
の要請に応じて指導的な役割を担うことができる。
（２）書をめぐる東洋文化に⽴脚した東⻄文化の交流にお
ける中心的な役割を担うことができる。

1.豊かな教養と専門知識およびそれを活用する技能 2.他者との共同による問題発見・解決能力とそれを支える思
考･判断･表現力

3.自律的学習者として学び続け、社会に貢献する意欲と能
力、社会の担い手としての使命感


